
（様式２対応版） 

令和５年度 区民利用施設の管理運営に係る事業報告書 

老人福祉センター横浜市麦田清風荘  

１ 管理運営業務の基本方針について 

（１） 重点項目 

（２） 数値目標 
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（１）重点項目 

老人福祉センターは、老人福祉法に基づき設置された施設で、高齢者の社会参加、交流促進を

目的としています。当センターでも、高齢者が健康でいきいきと活躍する地域社会を目指し、以

下を重点項目に管理運営を進めていきます。 

ア 高齢者に配慮した事業運営 

高齢者が、楽しく安全に利用できるセンターを目指します。 

イ 多様なニーズに応じた自主事業の実施 

趣味を通した生きがいづくりや健康維持のための趣味の教室など多彩な講座を開催します。

また、地域特性やニーズに応える事業（畑クラブなど）など地域に開かれた事業を支援します。 

ウ 地域連携の強化 

中区は後期高齢者が増加しており、今後とも中区老人クラブ連合会や地区社会福祉協議会な

どと連携し、引き続きシニア大学や一人暮らし高齢者食事会などの事業を支援していきます。 

エ 安全・安心の追求 

    利用者が安全、安心に過ごせるよう、防犯、防災（防火）、感染症対策を進めます。 

オ 多くに知ってもらう、利用してもらう工夫 

当センターで実施する様々な講座等の情報は、広報よこはまやホームページ等の広報ツール

を積極的に活用して情報発信していきます。 

（２）数値目標 

ア 稼働率の向上 

令和４年度はコロナ禍における利用制限を大幅に緩和しましたが、感染への懸念などから稼

働率、利用者数はコロナ禍以前の状態には戻っていません。５年度も引き続き感染状況を注視

しながら、積極的な事業展開により前年以上の稼働率・利用者数の向上を目指します。 

 

（１）重点項目 

ア 高齢者に配慮した事業運営 

   高齢者の特性に配慮し、安全を最優先に施設の管理運営を行いました。 

イ 多様なニーズに応じた自主事業の実施 

趣味の教室は、前期・後期それぞれ６講座を開催しました。自主事業は、９事業を実施しま

した。畑クラブは、毎週定期的に活動しています。 

ウ 地域連携の強化 

   中区老人クラブ連合会が主催するシニア大学や作品展の会場として事業を支援しました。地

区社会福祉協議会の主催する一人暮らし高齢者お楽しみ食事会は、新型コロナウイルス感染症

が第５類に移行したことにより、予定通り年間６回開催されました。 

エ 安全・安心の追求 

    利用者の安全・安心を高めるために防災訓練を年２回、警備会社による夜間休日の警備を常

時行いました。 

    新型コロナウィルス感染症が第５類に移行したため感染対策を撤廃しましたが、引き続き消

毒液を配置し、スタッフはマスクを着用して業務を行いました。 

オ 多くに知ってもらう、利用してもらう工夫 

広報よこはま区版や施設ホームページのほか、なか区民活動センターを通じて区民利用施設

でのチラシ配架等により事業の広報を行いました。 

（２）数値目標 

ア 稼働率の向上 

  ５年度は新型コロナウィルス感染症が第５類に移行し、利用者の活動がコロナ禍以前の状況

に戻り始めました。このため、趣味の教室や自主事業への参加、サークル活動やシャワー利用

者が増加し、利用者数は前年度比 21.6％増となりました。 

２ 組織体制 

（１）管理運営に必要な組織、人員体制 

（２）個人情報保護等の体制と研修計画 

（３）緊急時の体制と対応計画 

２ 組織体制 

（１）管理運営に必要な組織、人員体制 

（２）個人情報保護等の体制と研修計画 

（３）緊急時の体制と対応計画 
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（１） 管理運営に必要な組織、人員体制 

所長 常勤（兼務） 1名 管理運営の総括、職員・スタッフの指導監督 

主任 常勤（兼務） 1名 自主事業、庶務、経理、スタッフの指導・補助 

スタッフ 非常勤 １６名 

勤務配置８名 

利用の受付・案内・応対、用具、備品の貸出と点検、 

館内外の整理・清掃、簡易な修理、施設管理等 

スタッフは４班に分かれ、各班は午前、午後の区分毎に隔月に勤務します。 

採用は、公募により採用委員会を設置し、公正に選考します。 

（１）管理運営に必要な組織、人員体制 

所長 常勤（兼務） 1名 管理運営の総括、職員・スタッフの指導監督 

主任 常勤（兼務） 1名 自主事業、庶務、経理、スタッフの指導・補助 

スタッフ 非常勤 １６名 

勤務配置８名 

利用の受付・案内・応対、用具、備品の貸出と点検、 

館内外の整理・清掃、簡易な修理、施設管理等 

スタッフは４班に分かれ、各班は午前、午後の区分毎に隔月に勤務しました。 

採用は、採用委員会を設置し、公募により公正に選考しました。 

 

（２）個人情報保護等の体制と研修計画 

  ア 個人情報保護等の体制と研修 

当協会では、個人情報保護法、横浜市個人情報の保護に関する条例等に基づき、「個人情報保

護方針」を制定し、個人情報の厳正な取扱いの徹底を公表するとともに全従業員がこれを厳格

に守ることとしています。また毎年、全従業員を対象に個人情報保護に関する研修を実施し、

個人情報保護に関するルールや管理方法、罰則等について確認しています 

    当施設においても、利用にかかる個人情報の収集は必要最小限にとどめ、収集した情報は、

適切に管理（パスワードや施錠）し、不要なものは速やかに廃棄することとしています。 

イ 研修計画  

「すべての施設は地域と利用者のためにある」という館長憲章に基づき、常に利用者の立場

に立って業務に当たれるよう、「年間研修計画」を作成し実行します。 

(ｱ) 接遇研修 

利用者の接遇向上のため、事例検討など具体的で実践的な研修を行います。 

(ｲ) 業務研修 

当施設においても、日常業務を通じてスタッフ教育をするとともに、利用者からの指摘等

については、対応方法を接遇改善の事例として情報共有をします。 

(ｳ) 救急救命研修 

全従業員がＡＥＤの操作を含む日本赤十字社の救急法講座を受講します。 

(ｴ) 人権研修 

当施設で身近な事例を参考にした研修を実施しています。 

（３）緊急時の体制と対応計画  

   当協会で定めた「事故等非常時における危機管理のあり方について」に即し、非常時における

スタッフの初動体制や緊急連絡網による通報、動員体制を採っています。 

ア 防犯対応 

当施設では、防犯のため、職員が施設内外を随時巡回し、スタッフも１階と２階を常時監視

し、さらに夜間、休館日には警備会社による機械警備を行います。 

イ 防災（消火）対応 

防災について、非常時には所定の消防計画に基づき直ちに自衛消防隊を立ち上げ、予め決め

た役割を分担します。避難経路、消火設備の設置場所は１階掲示板に明示しています。 

防災（消火）訓練は、年２回職員とスタッフが設備を適切に使えるよう実施しています。 

また、当施設を災害時に活用できるよう、中区役所と「災害時等における施設利用に関する

（２）個人情報保護等の体制と研修計画 

  ア 個人情報保護等の体制と研修 

    令和５年 12月と令和６年１月に全職員を対象として個人情報保護研修を実施し、法令及び協

会の方針、個人情報の保護ルール、管理方法、罰則等の確認を行いました。 

今年度も個人情報漏洩等の事件・事故は発生しませんでした。 

 

 

 

イ 研修計画  

(ｱ) 接遇研修 

協会が実施したコミュニケーション研修に、全職員が参加しました。 

(ｲ) 業務研修 

日常的に、ミーティング等において情報共有、事例検討などを行い、サービスの向上に努め

ました。 

(ｳ) 救急救命研修 

協会主催の救急法講座は実施されませんでしたが、令和５年９月の防災訓練実施時にＡＥＤ

の操作研修を行いました。 

(ｴ) 人権研修 

令和５年 12月と令和６年１月に、広報よこはま人権特集号を題材として全職員を対象とした

人権研修を実施しました。 

（３）緊急時の体制と対応計画  

  ア 防犯対応 

開館時間中は、職員・スタッフが随時施設内外の巡回、監視を実施しました。また、夜間、

休館日には警備会社に機械警備を委託しました。 

イ 防災（消火）対応 

非常時の役割分担・体制等について、消防計画を策定し中消防署に提出しています。非常時

の体制は事務室内に掲出し、避難経路、消火設備の設置場所は１階に明示しています。 

防災（消火）・避難訓練は２回実施しました。 

令和５年度は地震災害はありませんでしたが、中区との協定に基づき、土砂災害の避難所を

開設しました。 
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協定」を締結し、その中で「補完施設」として位置づけられています。 

ウ 感染症対策 

体温チェック、各部屋等の消毒等新型コロナウィルス感染防止のための取組を引き続き実施

します。 

エ その他事故防止対応について 

    毎朝、自動ドアやエレベーター等の設備について、始業前点検をします。また、事務室内に

設置したＡＥＤは、毎日インジケーターの点検を行います。その他、館内に利用者を見守るた

めのカメラを設置しています。（３箇所） 

 

 

ウ 感染症対策 

    新型コロナウィルス感染症が第５類に移行したため感染対策を撤廃しましたが、引き続き消

毒液を配置し、スタッフはマスクを着用して業務を行いました。 

エ その他事故防止対応について 

自動ドアやエレベーター等の設備及び AEDは、日常的に始業点検を行うとともに、専門業者

による定期点検も実施しました。 

３ 施設の運営計画 

（１） 地域との連携に関する計画について 

（２） 広報及び利用促進策について 

（３） 利用者ニーズの把握と運営への反映方法 

（４） 個人や団体に対する相談、調整、助言等について 

（５） その他利用者サービス向上の取組について 

３ 施設の運営計画 

（１） 地域との連携に関する計画について 

（２） 広報及び利用促進策について 

（３） 利用者ニーズの把握と運営への反映方法 

（４） 個人や団体に対する相談、調整、助言等について 

（５） その他利用者サービス向上の取組について 

（１） 地域との連携に関する計画について 

当センターの目的達成のため、引き続き地元町内会、地区社会福祉協議会、中区老人クラブ連

合会、中区役所との連携を深め、地域の高齢者への支援を行います。 

    今年度も引き続き、次のような取り組みをすすめます。 

・老人クラブが主催するシニア大学を支援します。 

・老人クラブが実施する、各事業や説明会等に協力します。 

・地区社協と連携して、一人暮らし高齢者のための「お楽しみ食事会」を支援します。 

    ・地区保健活動推進委員と連携して「さわやか歩こう会」を開催します。   

（２）  広報及び利用促進策について 

  ア 広報 

最新情報が手軽に入手できるよう広報用ツールとして、「広報よこはま」「なかカレンダー」、

タウン誌の活用やホームページの充実を図ります。また、地域に開かれた事業や講座もＰＲし

ます。 

  イ 利用促進策としては、利用者や地域のニーズを踏まえた自主事業を展開します。 

   (ｱ) ニーズに即した趣味の教室の開催 

趣味を通した生きがいづくりや健康増進のため、生活様式及び価値観の多様化に対応した

満足度の高い教室を開きます。 

(ｲ) 地域に開かれた事業の推進 

畑クラブを行います。 

(ｳ) 定期点検や利用者会議等での要望などを踏まえて、安全性・快適性向上のために設備、備

品等の改修、更新をします。 

（３）利用者ニーズの把握と運営への反映方法 

  ア 毎年利用者会議を開催し、利用者から直接意見を求めています。 

イ 毎年１回以上趣味の教室受講者やセンター利用者へアンケート調査を実施しています。 

ウ その他ご意見箱の設置、地元町内会定例会への参加等日常的にニーズ把握に努めています。 

（１） 地域との連携に関する計画について 

  ・シニア大学の会場として支援を行いました。 

  ・中区老人クラブ連合会主催の作品展の会場として、事業に協力しました。 

  ・地区社会福祉協議会主催の「ひとり暮らし高齢者お楽しみ食事会」の会場として、予定通り年

間６回事業の支援をしました。 

  ・地区保健活動推進委員と連携して「さわやか歩こう会」を開催しました。 

 

 

（２） 広報及び利用促進策について 

  ア 広報 

 広報よこはま、施設ホームページ、なか区民活動センターを通じての区民利用施設配架等に

より事業・講座の広報を行いました。 

 イ 利用促進策としては、利用者や地域のニーズを踏まえた自主事業を展開します。 

(ｱ) ニーズに即した趣味の教室の開催 

利用者アンケートの結果や他区老福センターの動向などを踏まえて趣味の教室を開催し、

好評をいただきました。 

(ｲ) 地域に開かれた事業の推進 

地域住民による畑クラブの活動に、当施設の土地を利用していただきました。 

(ｳ) 和式トイレの洋式化、工作室等の傷んだ建具の修繕、大広間の畳替え、消火栓設備の改修

工事等を行いました。 

（３）利用者ニーズの把握と運営への反映方法 

 ア 令和６年２月に利用者会議を開催し、９団体 11人が出席、ご意見をいただきました。 

 イ 利用者会議に先立ちアンケートを実施し、延べ 318件のご意見をいただきました。 

 ウ 館内２か所にご意見箱を設置したほか、地元連合町内会定例会への参加、日常的な利用者と

のコミュニケーションによりニーズ把握を行い、施設運営の改善につなげました。 



（様式２対応版） 

（４）個人や団体に対する相談、調整、助言等について 

ア 趣味を広げたい等の相談に対しては、当施設での自主サークルの紹介等をします。 

イ ホームページの「お仲間募集」なども活用してサークル活動を支援します。 

（５）その他利用者サービス向上の取組について 

ア 施設利用の際の規則やマナーを周知し、気持ち良く利用できるよう努めます。 

イ 常に利用者ニーズの把握に努め事業に反映します。 

ウ 毎日の点検、清掃などを通し、安全、清潔なセンターを目指します。 

エ お部屋、備品などの利用環境の整備に努め満足度の向上に取り組みます。 

 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                          

（４）個人や団体に対する相談、調整、助言等について 

  ア サークル活動参加希望者に情報提供などの対応をしました。 

  イ 「お仲間募集」への掲載依頼に迅速に対応しました。 

（５）その他利用者サービス向上の取組について 

ア 施設利用の規則等を掲示し、利用者に周知しました。 

イ 様々なチャンネルを利用してニーズの把握を行い、新たな事業の企画を進めました。 

ウ 毎日施設内外の点検、清掃を実施し安全、清潔な施設を維持しました。 

エ 和式トイレの洋式化、工作室等の傷んだ建具の修繕、大広間の畳替え、消火栓設備の改修工

事等を行いました。。                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                           

４ 施設の維持管理計画 

（１） 建物・設備等の保守管理 

（２） 清掃計画 

（３） 植栽管理 

（４） 保安警備計画 

４ 施設の維持管理計画 

（１） 建物・設備等の保守管理 

（２） 清掃計画 

（３） 植栽管理 

（４） 保安警備計画 
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（１）建物・設備等の保守管理 

・電気、消防、空調設備等の保守点検は、専門業者に委託します。さらに職員、スタッフが館内

外の見回り時に点検し、不具合があれば可能な限りスタッフが直ちに修理します。大規模な修

繕は中区役所に申請します。 

（２）清掃計画 

・日常清掃・定期清掃を業者に委託するほか、スタッフが部屋の点検時の清掃や庭の植え込みな

どのゴミ拾いも行い、シャワー室のロッカーは毎日除菌清掃を行います。また、掃除業務引継

ぎ表に沿って清掃を行います。 

（３）植栽管理 

・年３回業者が実施するほか、日常、スタッフが水遣り、草取り、芝刈り他を行います。 

（４）保安警備計画 

・機械警備を業者に委託（休館日は見回り、閉館時は機械警備） 

・火災やガスもれは自火報盤により監視を行い、異常があれば直ちに職員、スタッフが現場に駆

けつけ適切な措置を講じるほか専門業者に連絡します。また、自火報盤、非常放送盤の操作は

職員全員が対応できるよう防災（消火）訓練に併せて研修を行います。 

 

建物設備維持管理計画表 

業務内容 体制 頻度 

設備総合巡視点検 委託 1 回/月 

自家用電気工作物保守点検・年次点検・受電設備清掃 委託 1 回/月・1 回/年・1 回/年 

昇降機保守点検・法定点検 委託 1 回/月・1 回/年 

自動ドア保守点検 委託 3 回/年 

機械警備・巡回 委託 閉館時・休館日 

空調自動制御装置保守 委託 2 回/年 

冷温水発生機保守点検・エアハン清掃 委託 3 回/年・2 回/年 

冷却水処理業務・レジオネラ菌分析 委託 3 回/年・2 回/年 

消防用設備点検（非常電源含む） 委託 2 回/年 

害虫駆除 委託 2 回/年 

日常清掃・定期清掃（受水槽・冷水器水質検査含む） 委託 毎日・1 回/月～6 回/年・1 回/年 

植栽（剪定・草刈） 委託 ３回/年 
 

（１）建物・設備等の保守管理 

  ・専門業者に委託して電気、消防、空調設備等の保守点検を行いました。また、職員、スタッフ

が館内外の見回り時に点検し、スタッフによる対応が可能な不具合については対応を行いまし

た。大規模な修繕が見込まれる事案については、中区役所、市役所建築局と協議を行いました。 

（２）清掃計画 

・日常清掃・定期清掃を業者に委託して実施しました。このほかスタッフによる部屋の点検時の

清掃や庭の植え込みなどのゴミ拾いも行い、掃除業務引継ぎ表に沿って清掃を実施しました。、

シャワー室ロッカーは毎日清掃を行いました。 

（３）植栽管理 

・年３回業者が実施したほか、日常的にスタッフが水遣り、草取りを行いました。 

（４）保安警備計画 

  ・機械警備を業者に委託（休館日は見回り、閉館時は機械警備）して実施しました。 

  ・非常時に備え、自火報盤、非常放送盤の操作を職員全員が対応できるよう防災（消火）訓練に

併せて研修を行いました。なお、火災・ガス漏れ等の非常事態は発生しませんでした。 

 

 

建物設備維持管理実績表 

業務内容 体制 頻度 

設備総合巡視点検 委託 1 回/月 

自家用電気工作物保守点検・年次点検・受電設備清掃 委託 1 回/月・1 回/年・1 回/年 

昇降機保守点検・法定点検 委託 1 回/月・1 回/年 

自動ドア保守点検 委託 3 回/年 

機械警備・巡回 委託 閉館時・休館日 

空調自動制御装置保守 委託 2 回/年 

冷温水発生機保守点検・エアハン清掃 委託 3 回/年・2 回/年 

冷却水処理業務・レジオネラ菌分析 委託 3 回/年・2 回/年 

消防用設備点検（非常電源含む） 委託 2 回/年 

害虫駆除 委託 2 回/年 

日常清掃・定期清掃（受水槽・冷水器水質検査含む） 委託 毎日・1 回/月～6 回/年・1 回/年 

植栽（剪定・草刈） 委託 ３回/年 
 

（ ／ ）  



（様式3） （指定管理者が記入する様式）

収入の部 （税込、単位：円）

当初予算額

（A）

補正額

（B）

予算現額

（C=A+B）

決算額

（D）

差引

（C-D）
説明

43,163,000 0 43,163,000 43,523,000 △ 360,000

360,000 360,000 360,000

0 0 0 0 0

54,000 0 54,000 24,600 29,400

0 0 0 0 0

200,000 0 200,000 277,244 △ 77,244

印刷代 0 0 0 13,837 △ 13,837

自動販売機手数料 200,000 0 200,000 85,791 114,209

駐車場利用料収入 0 0 0 0

その他（広告ラック収入・預金利息） 0 0 0 177,616 △ 177,616

43,777,000 0 43,777,000 43,824,844 △ 47,844

支出の部

当初予算額

（A）

補正額

（B）

予算現額

（C=A+B）

決算額

（D）

差引

（C-D）
説明

24,603,000 0 24,603,000 22,485,671 2,117,329

22,385,000 0 22,385,000 20,001,504 2,383,496 館長・副館長及び時給職員20名

1,243,000 0 1,243,000 1,177,499 65,501

790,000 0 790,000 1,117,870 △ 327,870 常勤職員・時給職員

173,000 0 173,000 176,798 △ 3,798

12,000 0 12,000 12,000 0

0 0 0 0 0

2,102,000 0 2,102,000 1,240,612 861,388

20,000 0 20,000 19,480 520 出張旅費

874,000 0 874,000 290,042 583,958 事務消耗品費

10,000 0 10,000 5,114 4,886

60,000 0 60,000 10,450 49,550

309,000 0 309,000 284,403 24,597 電話代・郵送料等

202,000 0 202,000 240,372 △ 38,372

横浜市への支払分 21,000 0 21,000 0 21,000 目的外使用料等

その他 181,000 0 181,000 240,372 △ 59,372 リース経費等

350,000 0 350,000 0 350,000

100,000 0 100,000 41,342 58,658

56,000 0 56,000 54,554 1,446

0 0 0 0 0

43,000 0 43,000 360 42,640

31,000 0 31,000 135,421 △ 104,421

25,000 0 25,000 142,074 △ 117,074

22,000 0 22,000 17,000 5,000 地域イベントの協力費等

1,547,000 0 1,547,000 1,517,543 29,457

1,547,000 0 1,547,000 1,517,543 29,457

0 0 0 0 0 イベントの実施

14,467,000 0 14,467,000 17,299,295 △ 2,832,295

5,703,000 0 5,703,000 4,294,247 1,408,753

電気料金 2,373,000 0 2,373,000 2,158,212 214,788

ガス料金 2,330,000 0 2,330,000 1,616,827 713,173

水道料金 1,000,000 0 1,000,000 519,208 480,792

3,826,000 0 3,826,000 3,924,910 △ 98,910

856,000 0 856,000 4,928,140 △ 4,072,140

680,000 0 680,000 679,800 200

3,402,000 0 3,402,000 3,472,198 △ 70,198

空調衛生設備保守 1,253,000 0 1,253,000 1,318,900 △ 65,900

消防設備保守 253,000 0 253,000 388,300 △ 135,300

電気設備保守 1,261,000 0 1,261,000 1,116,588 144,412

害虫駆除清掃保守 60,000 0 60,000 62,000 △ 2,000

駐車場設備保全費 0 0 0 0 0

その他保全費 575,000 0 575,000 586,410 △ 11,410

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

1,058,000 0 1,058,000 1,281,723 1,058,000

1,058,000 0 1,058,000 1,281,723 1,058,000 労務・経理等の本部事務経費

0 0

0 0 0 0

43,777,000 0 43,777,000 43,824,844 1,233,879

0 0 0 0 △ 1,281,723

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

200,000 0 200,000 85,791 200,000

21,000 0 21,000 0 21,000

本部分

(R5．4．1～R6．3．31）

管理許可・目的外使用許可収入

管理許可・目的外使用許可支出

ニーズ対応費

支出合計

自主事業費収入

自主事業費支出

設備保全費

公租公課

事務経費　（計算根拠を説明欄に記載）

当該施設分

修繕費

機械警備費

清掃費

光熱水費

手数料

地域協力費

事業費

振込手数料

職員等研修費

備品購入費

リース料

図書購入費

施設賠償責任保険

通信費

事務費

印刷製本費

退職給付引当金繰入額

社会保険料

健康診断費

勤労者福祉共済掛金

給与・賃金

通勤手当

消耗品費

科目

自主事業収入

自主事業（指定管理料充当の自主事業）収入

指定管理料

雑入

利用料金収入

旅費

会議賄い費

令和5年度　老人福祉センター横浜市麦田清風荘　収支予算書兼決算書

指定管理料（介護予防教室）

科目

収入合計

人件費

使用料及び賃借料

自主事業費

管理費

自主事業（指定管理料充当の自主事業）費

印紙税

事業所税

消費税

共益費

差引

自主事業収支

その他（　　　　　）



第２号様式

１  開館日数（日）

２  利用者数（人）

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

362 132 506 322 393 272 520 360 441 321 530 276 495 294 455 236 338 298 366 305 584 584 494 417 5484 3817

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

趣味の教室 31 138 27 119 26 132 29 121 24 105 24 121 31 164 24 118 25 122 17 113 23 126 19 109 300 1488

教室OB会 8 18 8 15 7 17 6 15 6 14 3 13 14 33 13 30 11 31 12 31 11 29 12 25 111 271

その他団体 145 627 161 631 183 616 142 606 142 521 180 602 170 680 161 731 147 639 151 595 156 659 161 723 1,899 7,630

シニア大学 0 0 17 19 47 74 47 82 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 111 175

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

視察・見学 0 40 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6 20 0 0 0 0 6 60

地域開放 8 20 86 195 56 164 62 220 61 204 67 114 47 91 32 96 44 238 73 231 160 439 108 277 804 2289

３  各種相談事業の開催実績（人）
区      分

健 康 相 談

生 活 相 談

職 業 相 談

保 健 相 談
栄 養 相 談
合      計
４  施設利用の実績（人）
区      分
浴　　室
シャワー

図書室（任意）

○○（任意）
○○（任意）
５  新規利用証の発行数（人）

発行数
６　事故報告等件数（区地域振興課へ報告書を提出した件数を記載）

件　数
(その他）
・提出期限は、翌月の10日までに各区地域振興課及び健康福祉局に報告するもとする。
・(任意）と記載したもの以外は、必須事項とする。

1,529

個人利用
（①小計）

４月

494

令和 5年度　利 用 状 況 報 告 書

施設名　　老人福祉センター横浜市麦田清風荘　　　　　　　　 TEL 045-664-2301

開館日数
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

29 30 29 30 30 29 30 29 26 26 28 30 346

延べ利用者
数

①＋②＋③

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

2,106 1,987 2,210 1,839 1,930 2,019 1,896 1,893 1,920 2,771 2,345 24,445

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

828 665 880 762 806 789 691 636 671 1,168 911 9301

団体利用
（②小計）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

967 997 1102 1,048 812 943 1,092 1,077 975 919 1,004 1,049 11,985

その他
（③小計）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

68 281 220 282 265 181 138 128 282 330 599 385 3159

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

128 125 143 180 184 184 147 129 84 106 123 148 1681
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計
0 0 0 0 3 5 3 2 1 0 6 2 22

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計
0 0 0 1 0 0 10 0 0 0 0 0



施設名　　老人福祉センター横浜市麦田清風荘

募集人数
（人）

延参加
人数(人）

委託料支出
総額
（円）

参加者1人
当たり
負担総額
(円）

総経費
(円）

徴収の
有・無

参加費用
（円）

１回１講師
あたり
（円）

１教室講師
謝金額
（円）

60歳以上 介護予防事業　音楽健康体操＆ストレッチ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４月～９月 12 20 182 無 無 5,000 5,000
申込者が大変多く人気の高い講座です。後期も続け
たいという声も毎回聞かれます。

60歳以上 スマホ教室 9月9日・23日 2 12 24 無 無 5,000 5,000
申込日の午前中で定員になるほど人気があり、大変
好評です。

60歳以上 お達者健診 9月18日 1 20 15 無 無 5,000 5,000

初めての自主事業で、音楽健康体操＆ストレッチの
方も参加されており、半年後に開催されるなら参加し
て歩行速度等がレベルアップしていくか知りたいと意
欲を見せていました。高齢者の方がこのようなj健診
をきっかけに継続的に自分のレベルにあった運動を
していかれることはとても望ましいことだと思います。

60歳以上 歌声サロン
4月～11月(8月休
み）

7 20 115 44,000 0 44,000 無 無 5,500 5,500
毎回15～6人くらいの方が参加され、元気に歌ってい
かれます。

60歳以上 前期「趣味の教室」いきいきヨガ 4月～9月 12 15 150 66,000 0 66,000 無 無 5,500 5,500 出席率も高く、研究会として継続になりました。

60歳以上 前期「趣味の教室」３B体操 4月～9月 11 15 119 60,500 0 60,500 無 無 5,500 5,500 募集人数には満たなかったのですが、研究会として
継続されました。

60歳以上 前期「趣味の教室」ペン習字 4月～9月 11 12 109 60,500 6,000 66,500 有 500 5,500 5,500 久しぶりのペン習字教室で好評でした。

60歳以上 前期「趣味の教室」水墨画 4月～9月 11 15 106 66,000 7,200 73,200 有 600 5,500 5,500 出席率も高く、研究会として継続になりました。

60歳以上 前期「趣味の教室」ズンバゴールド 4月～9月 12 20 177 71,500 0 71,500 無 無 6,500 6,500
大変人気のあるクラスで応募人数も多く、出席率も高
くサークルとして立ち上げ、お教室に入れなかった方
も参加できることになりました。

60歳以上 前期「趣味の教室」恋の歌-万葉・古今・新古今 4月～9月 12 20 174 66,000 11,400 77,400 有 600 5,500 5,500 講師の指導力もあり、安定的に申込者があり出席率
も高いです。

60歳以上 後期「趣味の教室」源の実朝と金槐和歌集 10月～翌年３月 12 20 117 60,500 60,500 有 600 5,500 5,500
講師の指導力もあり毎回楽しかったという声が多く寄
せられています。

60歳以上 後期「趣味の教室」レクダンスリズム体操 10月～翌年３月 9 20 102 49,500 49,500 無 無 5,500 5,500
講師の方のご都合で２月で終了となりましたが、同じ
講師の方のサークルへ以降された方もいて、4月から
継続できるようで良かったです。

60歳以上 後期「趣味の教室」大人のぬり絵 10月～翌年３月 12 15 86 66,000 66,000 有 1,500 5,500 5,500 参加人数が少なかったが、サークルとして継続するこ
ととなりました。

60歳以上 後期「趣味の教室」スマホで撮る写真 10月～翌年３月 11 20 183 71,500 71,500 無 無 6,500 6,500

アンケートの結果のなかで、スマホで色々な写真の
取り方を知り、散歩したり外へ出ることが楽しくなった
というご意見をいただきました。今後もそういった実り
のある講座を企画していこうと思います。

60歳以上 後期「趣味の教室」太極拳 10月～翌年３月 12 20 164 60,500 60,500 無 無 5,500 5,500 人気の高い講座で先生の指導力も丁寧で、研究会に
なり継続してできるようになりました。

60歳以上 後期「趣味の教室」リズムフィットネス 10月～翌年３月 12 20 169 66,000 66,000 無 無 5,500 5,500
講師の方のご都合もありサークル化できないため、
今後は単発でお願いするか検討していきたいと思い
ます。

60歳以上 クリスマスイベント 12月10日 1 0 84 5,303 5,303 無 無 0 0

４年ぶりの開催で、麦田清風荘の自主サークルの
方々に舞台で発表してもらい、歌声サロンを最後に
組みこみました。ささやかですがカフェコーナーも設
置し、又来年も参加したいと大変好評でした。飾りつ
けもスタッフが作成したり工夫をこらしこちらもとても
良かったと感謝のことばをいただきました。

令和5　年度自主事業報告書　

備　　　　　考
（共催団体・その他）

講師謝金１人あたり参加費

開催回
数

自主事業経費

募集対象
事　　業　　名
（教　室　名）

開催時期

参加人員

360,000 0 360,000



60歳以上 介護予防事業　音楽健康体操＆ストレッチ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10月～3月 12 30 293 無 無 5,000 5,000
前期に引き続き人気があり継続して申し込まれる方
も多く体調の不調箇所改善や健康維持に役立ってい
ます。

60歳以上 スマホ教室 1月13日・27日 2 12 21 無 無 5,000 5,000 常に申込日の午前中で定員に達してしまうほど人気
の講座で来年も引き続き行う予定です。

60歳以上 お達者健診 3月18日 1 20 18 無 無 5,000 5,000
介護予防事業と連携して行うことで、歩行速度等が
前回より上がっているかなどが確認できることがメ
リットだとおもいました。

60歳以上 体験・背骨コンディショニング 3月11日・25日 2 10 19 11,000 11,000 無 無 5,000 5,000 体験していただいた中でサークルへ新規入会された
方もいたので、利用者数増へつながりました。

60歳以上 上質紙 8,140 8,140

60歳以上

60歳以上

177 2,427 1,492,943 24,600 1,517,543 0 3,800 108,500 108,500

0 300,000

合　　　　計

300,000



施設名　　老人福祉センター横浜市麦田清風荘

年月日 内　　　　容 対　応　結　果

1

2

3

4

5

6

7

8

苦情対応状況報告

該当なし



施設名　　老人福祉センター横浜市麦田清風荘

実施時期 内　　　　容 効　　　　果

通年

スタッフが、利用者が少ない時間等を利用して、
館内各所に季節や各イベント向けの飾り付けを
実施、特に、清風祭りやクリスマス会での大広間
での飾り付けや受付の飾り付けは多くの来館者
に好評です。

工夫を凝らした飾り付けは、館内の美観の向上や利用者の和みにもつながり、大変好評で
す。また、職員の手作りで行うことで経費の削減にもつながっています。

通年

スタッフが、利用者が少ない時間帯等を活用して
敷地内の雑草取りを実施（敷地が広いため、バス
通り側、玄関周辺を重点的に、特に雑草の成長
の速い夏場は、天候等で可能な日はほぼ毎日実
施）

利用者や周辺の住民に清風荘の美観を高めるとともに、スタッフ実施による委託費用の節
減を図っています。

通年
スタッフが、利用者が少ない時間帯等を活用して
花壇等の整備を実施

同上

通年 館内から生じる廃棄物の分別、リサイクルの徹底 ルート回収経費の節減を図っています。

通年
裏紙利用の徹底、生ごみ等のたい肥化などによ
る館内から生じるごみの減量徹底

同上

通年 不要箇所の電灯の消灯徹底 地球温暖化対策や経費節減等を図るために、館内の節電を進めています。

通年
不要箇所のファンコイル停止やブラインド、すだ
れの活用などによる室温の適正管理の徹底

同上

通年
調理室使用時にドアノブ、引き出し等の除菌消
毒、除菌マットの設置

利用者の健康面などを考慮して、館内での衛星管理の徹底を行っています。

毎日
大広間マイク午前・午後消毒器で除菌していま
す。湯呑み、布巾なども熱湯殺菌しています。

同上

毎日
シャワー室ロッカーの除菌消毒、利用者数に応じ
た足ふきマットの交換、シャワーカーテンの乾燥・
洗濯

同上

毎日
大広間以外でも、マイク使用時に除菌シートで消
毒しています。

同上

通年
調理室使用時にドアノブ、引き出し等除菌スプ
レーで消毒しています

同上

通年 手、指消毒スプレーを入口正面、大広間に設置 同上

サービス向上及び経費節減努力事項報告



数量 年月日 数量 年月日

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

計 0

令和5年度備品一覧

購　　入 廃　　棄
増　減

施設名　　　老人福祉センター横浜市麦田清風荘

No 品　　　　　名 形状・その他
単価（円）
税込み

該当なし



No 修繕年月日 修　　繕　　箇　　所
金　額（円）
税込み

業　　者　　名

1 令和5年9月29日 消火栓呼水槽ボールタップ交換 34,540 丸一防災㈱

2 令和5年11月17日 パソコン２台修理代 10,000 小野恵嗣

3 令和5年11月24日 トイレ修繕前金 700,000 セントケアりまいん㈱

4 令和5年12月14日 トイレ工事費 1,357,000 セントケアりまいん㈱

5 令和5年12月21日 中央監視盤バックアップ用バッテリー交換 35,200 東テク㈱

6 令和6年2月28日 建具修繕前金 580,000 セントケアりまいん㈱

7 令和6年3月1日 男子シャワー室混合水栓交換工事 38,500 ㈱エースビルメンテナンス

8 令和6年3月22日 畳貼り替え 668,800 ㈱エースビルメンテナンス

9 令和6年3月27日 工作室・訓練室・会議室棚等改修工事 1,169,000 セントケアリマイン㈱

10 令和6年3月27日 工作室棚上部改修工事 70,000 セントケアリマイン㈱

11 令和6年3月27日 消火栓設備改修工事 265,100 丸一防災㈱

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

合計 4,928,140

令和　5年度修繕一覧
施設名　老人福祉センター横浜市麦田清風荘



No 委託期間 委　　託　　内　　容 金　額（込円） 業　　者　　名

1
令和5年4月～
令和6年3月

自家用電気工作物保守点検 192,654 関東電気保全協会

2
令和5年4月～
令和6年3月

定期清掃・日常清掃 3,924,910 ㈱ビー・エム・ヨコハマ

3
令和5年4月～
令和6年3月

機械警備保守 679,800 ㈱KSP

4
令和5年4月～
令和6年3月

昇降機設備保守点検
818,400 中央エレベーター工業㈱

5
令和5年4月～
令和6年3月

害虫駆除・消毒 62,000 ㈱横浜サンセルフ

6
令和5年4月～
令和6年3月

自動ドアー保守点検 105,534 ㈱神奈川ナブコ

7
令和5年4月～
令和6年3月

空調自動制御装置保守点検 253,000 東テク㈱

8
令和5年4月～
令和6年3月

冷温水発生機保守点検 755,700 テクノ矢崎㈱

9
令和5年4月～
令和6年3月

冷却水処理保守点検（ﾚｼﾞｵﾈﾗ菌検査含む） 310,200 ㈱空調保全工業

10
令和5年4月～
令和6年3月

設備総合巡視点検 264,000 ㈱エースビルメンテナンス

11
令和5年4月～
令和6年3月

消防設備等保守点検 388,300 丸一防災㈱

12
令和5年4月～
令和6年3月

緑地管理業務 319,000 ㈲細野植産

令和　5年度委託内容一覧

施設名　老人福祉センター横浜市麦田清風荘
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令和５年度 老人福祉センター横浜市麦田清風荘自己評価表 

 

目標設定

の 視 点 

計画内容及び運営目標 

※指定管理選定時事業計画書の項目に沿って年度ごとに

設定 

計画内容及び運営目標 

に対する実績 

今後の取組 

（改善計画） 

自己

評価 

利 用 者 

サービス 

４(3) 利用者のニーズ・要望・苦情への対応 

・職員の聞き取り、ご意見箱、利用者アンケート、事業アンケ

ート、利用者会議による利用者ニーズ等の受付 

・地域連絡会委員からの意見聴取 

・「福祉サービスに関する苦情相談の流れ」の掲示 

・ご意見、ご要望、苦情等への迅速・明確な回答・記録と区所

管課、協会本部、全スタッフとの共有 

・ご意見内容と対応結果の公開 

・迅速な改善と関係各所との連携、次年度事業計画への反映の

検討 

 

・Ｒ６年２月に利用者会議を開催し

たほか、アンケート、日常的な聞

き取りなどにより利用者ニーズの

把握をしました。 

・Ｒ５年６月に地域連絡会を開催し

ました。 

・いただいたご意見について、迅速

に公表・対応を行いました。 

・要望の多かったパソコン、スマホ

教室の開催など、ご意見を事業に

反映させています。 

・今後も様々な方法により利用者のニーズ、要望を把握し、

施設の運営、事業計画に反映させます。 
B 

５(1)事業計画、事業展開 

・満足度の高い「趣味の教室」（春・秋）の実施 

・「歌声サロン」などの自主事業の実施 

・介護予防事業として「音楽健康体操」の実施 

・「さわやか歩こう会」への支援 

・第三地区社会福祉協議会主催の「ひとり暮らし高齢者お楽し

み食事会」への支援 

 

５(2)施設の利用促進 

・サークル活動参加希望者への相談対応 

・地域ケアプラザ等と連携した支援が必要な利用者への対応 

・日々の清掃・整理整頓を行い整った環境の提供 

・公正平等な施設利用への配慮 

 

５(1)事業計画、事業展開 

・春・秋それぞれ６講座の「趣味の

教室」を実施し、多くの講座で定

員を超える応募がありました。 

・５種類の自主事業を延べ 15回開催

しました。 

・「音楽健康体操＆ストレッチ」を

上・下半期に各12回実施しました。 

・「さわやか歩こう会」の共催、「ひ

とり暮らし高齢者お楽しみ食事

会」の開催支援を行いました。 

５(2)施設の利用促進 

・コロナの５類移行後、サークル活

動への参加希望者が増加し、相談

対応が増えました。 

・適切な施設運営を進めました。 

５(1)事業計画、事業展開 

・利用者ニーズの高い「趣味の教室」、自主事業、介護予防

事業を企画・実施してまいります。 

・「さわやか歩こう会」「ひとり暮らし高齢者お楽しみ食事

会」など第三地区社会福祉協議会の事業に協力してまい

ります。 

 

５(2)施設の利用促進 

・気持ち良く利用できるよう、適正な管理運営に努めます。 

・施設利用のきっかけづくり、サークル参加希望者への支

援を進めます。 

 

B 



様式 13 

業務運営 

１ 地域における老人福祉センターの役割 

・生きがいづくり、健康増進のために多様なニーズに応えた「趣

味の教室」の開催 

・「畑クラブ」などセンター独自の利用者参加型活動の実施 

・地区社協、老人クラブと連携した「ひとり暮らし高齢者お楽

しみ食事会」「さわやか歩こう会」「シニア大学」等の事業の実

施 

・「お楽しみクリスマス会」の開催 

 

・春・秋それぞれ６講座の「趣味の

教室」を実施しました。 

・「畑クラブ」の活動を支援しました。 

・地区社協、老人クラブ等が主催す

る「ひとり暮らし高齢者お楽しみ食

事会」「さわやか歩こう会」「シニア

大学」等の事業を支援しました。 

・各サークルの発表の場として「ク

リスマス会」を４年ぶりに開催し

ました。 

・生きがいづくり、健康増進のための「趣味の教室」、自主

事業を企画・実施します。 

・引き続き畑クラブの活動を支援します。 

・第三地区社会福祉協議会、老人クラブとの連携、事業支

援を行います。 

B 

４(1) 施設及び設備の維持保全及び管理・小破修繕の取組み 

・施設の安全確保、長寿命化の観点から予防保全を第一に維持

管理計画を立案する 

・専門業者による定期点検・専門性を有する点検の実施 

・建築物簡易点検の実施、修繕計画への反映 

・消火水槽ポンプなどの不具合を修

繕したほか、洋式トイレ化、建具

の修繕、大広間の畳替えを行いま

した。 

・エレベーター、自動ドア、電気、

消防設備などは専門業者に委託し

て点検を実施しました。 

・施設管理者点検を実施し、横浜市

へ報告書を提出しました。 

・予防保全を第一に、効果的効率的な維持管理計画を立案

します。 

・委託により、専門業者による定期点検・専門性を有する

点検を実施します。 

・横浜市からの指示に基づき施設管理者点検を実施し、不

具合個所の修繕を進めます。 

B 

４(2) 事故防止体制・緊急時の対応及び防災に対する取組み 

・緊急時の役割分担表・非常放送マニュアルの事務室内貼付 

・年２回避難・防災訓練の実施 

・日本赤十字社による応急手当法講習を全職員が受講する 

・地元連合町内会会議に出席して顔の見える関係づくりに取り

組む 

・老人クラブ連合会が企画する事業へ協力し信頼関係を構築 

・市・区の防災への取組に協力する 

・災害時の補完施設として日ごろから準備する 

・Ｒ５年９月、Ｒ６年２月に避難・

防災訓練を実施し、緊急時の対応

方法を確認しました。 

・防災訓練時に AED 取扱い方法の講

習を実施しました。 

・第三地区連合町内会会議や事業へ

の参加、老人クラブ連合会との連

携を進めました。 

・土砂災害避難指示発令に伴う避難

所を１回開設しました。 

・事故防止、緊急時対応、防火防災に対する訓練、研修を

実施します。 

・地元町内会、中区老人クラブ連合会などと連携、協力体

制の構築に努めます。 

・中区役所との協定に基づき、災害時対応に協力をします。 

B 

４(4) 個人情報保護・情報公開、人権尊重、環境への配慮、市

内中小企業優先発注など、本市の重要施策を踏まえた取組み 

・個人情報保護、情報公開請求に対しては、法令、個人情報取

扱特記事項、協会策定の規程を遵守する 

・個人情報保護マニュアルを作成・運用し、随時見直しをする 

・職員・スタッフ全員に対して個人

情報保護研修を実施し、個人情報

保護・情報公開に関する法令、規

程等の理解・順守を徹底し、誓約

書を提出しました。 

・中区役所ホームページで施設の運

・今後も毎年個人情報保護・情報公開、人権尊重について

研修を実施し、法令等の理解・順守を徹底します。 

・毎年度施設の運営状況を中区役所ホームページで公開し

ます。 

・引き続きルート回収に参加し、ごみの分別・減量化、リ

サイクルを進めます。 

B 
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・年１回職員全員に個人情報保護研修を実施し、誓約書を提出

する 

・施設の運営状況等を公開し、閲覧可能にする 

・年１回職員全員に人権研修を実施する 

・ごみの分別・ルート回収・ごみの持ち帰りの推進、リサイク

ルの徹底などにより環境保全に取り組む 

・市内中小企業への優先発注 

営状況を公開しました。 

・職員・スタッフ全員に対して人権

研修を実施しました。 

・ごみの分別・ルート回収・ごみの

持ち帰りを推進しました。 

・物品役務の調達は、市内中小企業

に発注しました。 

・引き続き物品役務の調達は、市内中小企業に発注します。 

職員育成 

３(1) 所長（・館長）及び職員の確保、配置  

・統括責任者である所長１名、主任１名、スタッフ 16名 

 （スタッフは午前・午後４人ずつの隔月勤務） 

・統括責任者である所長１名、主任

１名を配置し、スタッフは 16名で

運営しました。 

・今後も適正な人員配置で、円滑な業務運営を行います。 B 

３(2) 職員の育成・研修 

・研修計画 

 個人情報保護研修、救急救命研修、人権研修、職員憲章研修、

接遇研修、ノーマライゼーション研修、新採用職員研修など

を実施 

・ＯＪＴによる職員のホスピタリティ向上 

・人材育成 

 館長・主任は、ワークライフバランスに配慮しながら、スタ

ッフと課題や改善のあり方を共有する 

・個人情報保護研修、、人権研修、接

遇研修、新採用職員研修などを実

施しました。 

・日常的に情報共有を行い、利用者

対応の質の向上を図りました。 

・年２回全スタッフとのミーティン

グなどを行い、課題共有、改善の

検討をしました。 

・今後も必要な研修を計画的に実施します。 

・日常的な情報共有や全体ミーティングなどを通じて、人

材育成を進めます。 

B 

財  務 

６ 収支計画及び指定管理料 

【収入計画に対する考え方】 

・当館は無料施設なので、自主事業での実費徴収のみで収益は

なし 

・利用者のニーズに配慮しながら自動販売機の品目を検討し、

収益向上を目指す 

・随時自動販売機の品目の見直しを

行いました。 
・指定管理料の適正な執行に努めます。 B 

【支出計画に対する考え方】 

・小破損の修繕は、可能なものについては職員が対応して経費

縮減に努める 

・修繕全般は、予防保全の考えに基づき区所管課と協議しなが

ら優先順位を決定して対応 

・日常的な施設の維持管理は、可能

な限り職員が行いました。 

・優先順位が高い自動ドアの扉、空

調機器の修繕を、区役所と協議の

上実施しました。 

・適正な手続きの下、地元業者への

発注を進めました。 

・指定管理料の適正な執行に努めます。 B 



様式 13 

・業者への発注は価格、環境への配慮、地元企業を考慮して決

定する 

そ の 他 

（上記４

つの視点

以外の項

目があれ

ば追記） 

４(5) 新型コロナウイルス感染症等に係る対応 

・利用者への衛生対策の徹底（検温、消毒） 

・施設の清掃、消毒の実施 

・第５類感染症への移行を踏まえた衛生対策の実施 

 

・新型コロナウイルス感染症が５類

に移行したので、コロナ以前の対

応に戻しましたが、部屋の換気を

励行するとともに手指消毒液の設

置は継続しています。 

・コロナウイルス感染症やインフルエンザなどの感染症の

動向を考慮しながら運営してまいります。 
B 

利用者等

の 意 見 

・スタッフには冷静な利用者対応を心掛けてほしい。 

・発表会を開催してほしい。 

・接遇研修の受講などにより、より良い利用者対応に努めました。 

・各サークルの発表の場としてクリスマス会を開催しました。 
 

≪自己評価≫ 

Ａ：計画、目標を上回って実施 

Ｂ：計画、目標を保持して実施 

Ｃ：計画、目標を下回って実施 

 

※「利用者等の意見」は、計画内容及び運営目標欄に利用者等から寄せられた意見・要望を、計画内容及び運営目標に対する実績・今後の取組（改善計画）欄に意見等に対する対応を記載 
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